
 

                         
 

  

                           

お
正
月
気
分
さ
め
や
ら
ぬ
一
月
五
日

(

日)

、
少
年
少
女
会
「
鏡
開
き
」
が
あ
り
ま

し
た
。 

今
年
は
じ
め
て
の
少
年
少
女
会
、
タ
コ

焼
き
は
タ
コ
だ
け
で
な
く
、
ウ
イ
ン
ナ
ー

焼
き
、
エ
ビ
焼
き
、
チ
ー
ズ
焼
き
と
い
ろ

い
ろ
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
し
、
お
い
し
か

っ
た
で
す
ね
。
一
番
人
気
は
、
ウ
イ
ン
ナ

ー
焼
き
か
な
？ 

こ
の
時
季
は
「
七
草
」
で
も
あ
り
、
鹿

児
島
県
で
は
近
所
の
七
軒
の
家
か
ら
七
草

粥
を
頂
い
て
食
す
習
慣
が
あ
り
ま
す
。 

地
域
の
子
供
会
で
は
、
公
民
館
に
神
主

さ
ん
に
来
て
い
た
だ
い
て
お
祓
い
を
し
て
、

七
草
粥
を
頂
く
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。 

加
治
木
町
で
は
七
日(

火)

に
蒲
生
田
通

り
商
店
街
の
物
産
館
広
場
で
開
か
れ
た

「
七
草
」
に
テ
レ
ビ
局
の
取
材
が
あ
り
、

夕
方
の
県
内
ニ
ュ
ー
ス
で
少
年
少
女
会
に

も
参
加
し
て
い
た
佳
歩
ち
ゃ
ん
と
瑠
夏
ち

ゃ
ん
が
オ
ン
エ
ア
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。 

少
年
少
女
会
で
も
、
以
前
は
七
草
粥(

な

な
く
さ
が
ゆ)

を
頂
い
て
い
ま
し
た
が
、
今

は
タ
コ
焼
き
の
中
に
七
草
を
入
れ
て
い
ま

す
。 

だ
か
ら
、
実
は
「
七
草
入
り
タ
コ
焼
き

パ
ー
テ
ィ
」
な
の
で
す
。 
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は
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起
き
て
く
る
事
柄
を
通
し
て-

 

名
城
教
会 

青
木
ト
ミ
子 

      

青
木
ト
ミ
子
さ
ん
の
旧
姓
は
向
江
で
加
治
木
教
会
の

故
政
美
親
先
生
ご
布
教(

昭
和
二
十
六
年)

の
当
初
に
ご
神

縁
を
蒙
り
、
手
厚
い
熱
心
な
信
心
を
家
族
で
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
現
在
、
愛
知
県
愛
西
市
に
夫
の
青
木
宗
一
さ
ん
と

二
人
暮
ら
し
で
す
。
ト
ミ
子
さ
ん
ご
夫
妻
は
、
実
の
お
姉

様
の
故
向
江
ナ
ツ
エ
先
生
が
御
用
し
て
お
ら
れ
た
、
佐
屋

教
会(

加
治
木
教
会
か
ら
愛
知
県
で
布
教
さ
れ
て
お
ら
れ

た)

が
閉
鎖
さ
れ
た
後
、
名
古
屋
市
内
に
あ
る
名
城
教
会

（
教
会
長
河
合
利
男
先
生
は
高
齢
の
向
江
先
生
を
親
し

く
お
世
話
し
て
下
さ
っ
た
）
に
参
拝
し
て
信
心
に
励
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。 

① 
 

只
今
、
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
青

木
ト
ミ
子
で
す
。 

私
は
、
愛
西
市
か
ら
参
拝
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
元
々
は
、
私
の
姉

が
教
会
長
を
し
て
い
た
佐
屋
教
会
の
方
で

信
心
の
稽
古
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
平
成
十
八
年
に
佐
屋
教
会
が
突
然

閉
鎖
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
私
た
ち
家
族

は
元
よ
り
、
総
代

の
方
々
な
ど
、「
神

様
か
ら
手
を
切
ら

れ
た
」
と
信
心
を

や
め
よ
う
と
さ
れ

る
方
も
お
ら
れ
、

信
者
一
同
が
路
頭

に
迷
う
中
、
私
た

ち
家
族
は
、
一
年

間
は
、
佐
屋
教
会

の
親
教
会
で
あ
る

鹿
児
島
に
あ
る
加
治
木
教
会
に
電
話
や
お

手
紙
で
お
取
次
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
。 そ

の
間
に
、
自
転
車
で
転
ん
で
股
関
節

を
骨
折
し
た
り
、
緑
内
障
で
両
目
を
手
術

し
た
り
と
、
難
儀
な
こ
と
が
多
く
て
、
お

金
の
こ
と
を
言
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、

電
話
代
も
高
く
な
る
の
で
、
日
々
の
お
取

次
を
頂
く
事
も
出
来
ず
、
徐
々
に
取
次
の

内
容
を
よ
り
分
け
て
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。 

教
祖
様
は
「
大
き
い
こ
と
も
、
小
さ
い

こ
と
も
、
す
べ
て
を
大
切
に
」
と
教
え
て

下
さ
っ
て
い
る
の
に
、
こ
れ
で
は
お
か
げ

を
頂
け
ま
せ
ん
よ
ね
。 

加
治
木
教
会
の
親
先
生
は
、
名
城
教
会

に
一
年
に
一
回
で
も
御
大
祭
に
お
参
り
さ

せ
て
頂
い
て
、
御
本
部
へ
御
礼
参
拝
が
出

来
る
よ
う
に
と
、
度
々
電
話
を
し
て
下
さ

っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
頃
は
ま
だ
、
杖
を

つ
い
て
い
て
も
あ
ま
り
歩
け
な
い
状
態
で

し
た
の
で
、
電
車
に
乗
っ
て
一
時
間
以
上

も
か
か
る
教
会
ま
で
は
と
て
も
参
拝
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
と
、
言
い
訳
ば
か
り
し

て
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
考
え
違
い
、
思
い
違
い
に
気

付
か
せ
て
頂
き
、
平
成
十
九
年
十
二
月
に

名
城
教
会
の
方
へ
お
引
き
寄
せ
を
頂
き
ま

し
た
。
家
に
帰
っ
て
か
ら
主
人
と
二
人
で

「
お
参
り
出
来
る
教
会
が
あ
る
こ
と
が
あ

り
が
た
い
ね
」
と
涙
が
出
て
き
ま
し
た
。 

初
参
拝
の
翌
年
、
平
成
二
十
年
一
月
九

日
・
十
日
と
御
本
部
初
月
例
祭
へ
の
参
拝

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
教
会
長
先
生
の
車

で
連
れ
て
行
っ
て
頂
き
、
加
治
木
の
親
先

生
が
願
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
に
、
御
本
部

へ
の
御
礼
参
拝
が
叶
い
ま
し
た
。 

御
本
部
で
の
お
届
け
は
、
今
ま
で
教
会

長
先
生
が
さ
れ
る
の
を
後
ろ
か
ら
共
に
参

拝
す
る
と
い
う
形
で
し
た
が
、
初
め
て
金

光
様
の
前
で
主
人
と
二
人
お
取
次
を
頂
く

こ
と
が
で
き
、
金
光
様
か
ら
「
よ
う
お
参

り
で
し
た
」
と
の
お
言
葉
を
頂
き
、
本
当
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に
感
激
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
参
拝
者
の
皆
さ
ん
と
共
に
、

奥
城
参
拝
・
御
本
宅
へ
の
新
年
の
挨
拶
に

一
緒
に
行
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
何
も
か

も
が
今
ま
で
と
は
ち
が
っ
た
新
鮮
な
御
本

部
参
拝
で
し
た
。 

そ
の
後
は
、
せ
め
て
月
に
一
回
の
月
例

祭
の
教
会
参
拝
を
願
い
と
し
、
片
道
一
時

間
半
の
参
拝
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
今

年
十
二
年
に
な
り
ま
す
。
今
日
で
は
、
願

い
を
立
て
て
毎
月
例
祭
に
参
拝
で
き
る
お

か
げ
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

お
引
き
寄
せ
を
頂
い
て
か
ら
は
、
毎
年

六
月
に
自
宅
で
感
謝
祭
を
、
教
会
長
先
生

に
お
見
え
頂
き
お
仕
え
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。 さ

ら
に
、
そ
れ
に
加
え
て
先
生
に
ご
無

理
を
言
っ
て
、
三
ヶ
月
に
一
回
の
愛
西
集

会
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。 

先
生
は
快
く
受
け
て
下
さ
り
現
在
も
続

け
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
集
会
の

願
い
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
教
会
か
ら
離
れ

て
し
ま
っ
た
元
佐
屋
教
会
の
信
徒
総
代
の

方
が
弥
富
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
の
で
す
が
、

そ
の
方
々
に
、
も
う
一
度
信
心
の
芽
が
息

吹
き
ま
す
よ
う
に
、
ま
た
未
信
奉
者
の
方

や
隣
近
所
の
方
々
を
誘
っ
て
神
様
の
あ
り

が
た
い
話
を
聞
い
て
頂
き
た
い
と
の
願
い

を
立
て
て
の
事
で
す
。 

七
年
前
の
感
謝
祭
や
愛
西
集
会
ま
で
は
、

今
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
未
信
奉
者
や
隣

近
所
の
方
々
を
中
心
に
す
す
め
て
き
た
の

で
す
が
、
五
年
前
の
感
謝
祭
を
き
っ
か
け

に
、
参
加
者
の
間
で
問
題
が
起
き
て
き
ま

し
た
。 

「
あ
あ
も
し
て
や
っ
た
。
こ
う
も
し
て

や
っ
た
の
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

金
光
教
の
悪
口
ま
で
言
わ
れ
る
よ
う
な
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

教
会
長
先
生
は
、
感
謝
祭
が
「
神
様
へ

の
お
礼
の
お
祭
り
な
の
か
」「
友
だ
ち
の
た

め
の
お
祭
り
な
の
か
」
判
ら
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
、
あ
な
た
は
、「
息
子

さ
ん
達
へ
信
心
を
伝
え
た
い
。」
と
願
い
を

立
て
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
と
教
え
て
頂
き
、
考
え
違
い
、
思

い
違
い
に
気
付
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

そ
れ
ま
で
の
感
謝
祭
は
、
息
子
達
に
は

「
遠
い
だ
ろ
う
」「
忙
し
い
だ
ろ
う
」
と
か

思
っ
て
知
ら
せ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

こ
の
時
、
感
謝
祭
を
前
に
、
息
子
達
二

家
族
に
知
ら
せ
た
と
こ
ろ
、
法
事
だ
と
言

っ
て
お
願
い
す
れ
ば
休
め
る
と
言
っ
て
く

れ
、
都
合
を
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
、
三
家
族
全
員
が
揃
っ
て
感

謝
祭
を
仕
え
る
こ
と
が
出
来
、
今
年
で
七

年
に
な
り
ま
す
。 

京
都
の
長
男
も
仕
事
の
こ
と
や
息
子
の

進
学
の
事
な
ど
事
あ
る
度
に
電
話
で
お
取

次
を
頂
き
お
か
げ
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

孫
も
感
謝
祭
の
話
を
聞
い
て
、
自
分
の

進
路
の
こ
と
に
つ
い
て
、
自
分
で
フ
ァ
ッ

ク
ス
を
送
っ
て
先
生
に
お
取
次
を
頂
く
、

嫁
は
嫁
で
自
分
の
資
格
試
験
や
主
人
の
こ

と
な
ど
、
私
を
通
じ
て
お
取
次
が
頂
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

年
に
二
回
ほ
ど
実
家
に
帰
っ
て
き
ま
す

が
、
必
ず
名
城
教
会
に
御
礼
参
拝
に
参
っ

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

大
学
生
の
孫
達
も
自
分
の
お
小
遣
い
を

お
献
備
に
入
れ
て
、
自
分
た
ち
で
名
前
を

書
い
て
お
取
次
を
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
つ
づ
く
） 
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『
金
光
教
教
典
』 

金
光
教
祖
御
理
解
よ
り 

 ８７
腹
は
借
り
物
と
い
う
が
、
借
り
物
で
は

な
い
。
万
代
の
宝
じ
ゃ
。
懐
妊
の
時
は
、
神

の
氏
子
が
わ
が
胎
内
に
お
る
と
思
う
て
大

切
に
せ
よ
。 

 『
安
武
松
太
郎 

教
語
』
よ
り 

 494
豊
臣
秀
吉
は
木
下
弥
兵
衛
の
息
子
で
す
。

母
親
は
子
供
が
な
い
か
ら
、
日
吉
権
現
に
参

っ
て
子
供
を
授
か
る
よ
う
に
お
願
い
を
さ

れ
た
ら
、
あ
る
日
、
太
陽
を
呑
ん
だ
夢
を
見

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
お
天
道
様
が
宿
っ

て
く
だ
さ
っ
た
と
思
っ
て
大
事
に
さ
れ
、
男

子
が
生
ま
れ
た
の
で
日
吉
丸
と
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。 

母
親
は
太
陽
を
宿
し
て
い
る
と
思
い
、
よ

ほ
ど
大
切
に
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
戦
国
時
代
の
混
乱
し
た
世
に
、
だ
れ

が
治
め
て
も
治
ま
ら
な
い
世
を
、
草
履
取
り

か
ら
出
世
し
て
天
下
を
取
り
、
国
を
治
め
、

陛
下
の
大
御
心
を
安
め
奉
り
、
民
も
安
堵
す

る
に
至
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
母
親
が
偉
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 495
産
婦
は
喜
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

喜
び
の
清
い
血
を
子
供
に
分
け
与
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

心
に
よ
っ
て
血
が
変
わ
る
の
で
、
子
供
は
、

親
が
妊
娠
中
に
持
っ
て
い
た
よ
う
な
心
の

子
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
。 

・
◇
・
◇
・
◇
・
◇
・ 

         

喜
ぶ
こ
と
は
、
安
心
・
安
ら
ぎ
で
あ
り
、

人
間
の
心
と
体
に
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
は

だ
れ
も
が
知
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
喜

ぶ
こ
と
は
、
笑
顔
に
な
る
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
笑
顔
の
効
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。 

  

 

① 

免
疫
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る(

Ｎ
Ｋ
細
胞

癌
細
胞
を
破
壊
す
る
ナ
チ

ュ
ラ
ル
・
キ
ラ
ー
細
胞 

と
Ｂ
細
胞 

体
液
性
免
疫
の
中
心

と
な
る
リ
ン
パ
球 

が
活
性
化) 

②
ア
レ
ル
ギ
ー
（
ア
ト
ピ
ー
）
を
改
善
さ

せ
る 

③
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
プ
ラ
ス
思
考
に

な
る 

④
心
臓
病
の
予
防
に
効
果
大 

⑤
糖
尿
病
・
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
に
効
果
大 

⑥
【
つ
ら
れ
笑
顔
】
笑
顔
は
伝
染
し
、
集

団
の
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
る 

⑦
出
世
・
成
功
を
呼
び
寄
せ
る 

＊ 

妊
婦
が
、
安
心
・
笑
顔
と
な
る
こ
と
に

よ
り
、
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
、

ど
ん
な
に
良
い
環
境
が
生
み
だ
さ
れ
る
か
、

は
か
り
知
れ
ま
せ
ん
。 

妊
婦
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
、
周
囲
、

す
れ
ち
が
い
ざ
ま
に
出
会
う
人
ま
で
が
、

妊
婦
に
対
し
良
い
環
境
を
気
づ
か
い
し
て

あ
げ
る
こ
と
が
、
豊
か
な
社
会
や
未
来
が

で
き
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。 
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信
徒
会
】 

 

（
敬
称
略
） 

各
会
の
担
当
者 

信
徒
総
代 

吉 

屋 

照 

子 

中 

村 

幸 

子 

永 

原 

久 

子 

壮
年
会 

岡 

山 

優
一
郎 

婦
人
会 

小
屋
敷 

康
子 

青
年
会 

永 

原 

和 

人 

若
婦
人
会 

岡
山 

め
ぐ
み 

少
年
少
女
会 

安 

楽 

郁 

子 

  

 
令
和
二
年 

…
… 
１
月 

…
…
…
… 

１
（
祝
）
●
元 

日 

祭 
 

正
午 

３
（
金
）
甘
木
親
教
会
年
頭
参
拝 

５
（
日
）
★
少
年
少
女
会｢

鏡
開
き｣

10
時
半 

９
（
木
）
清

掃

御

用    

10
時 

10
（
金
）
●
月
例
祭(

生
神
金
光

大

神

様)
 

10
時
半 

11
（
土
）
濱
口
家
霊
祭 

12
（
日
）
上
荒
田
教
会
報
徳
祭 

19
（
日
）
高
千
穂
教
会
新
築
落
成
奉
告
祭 

21
（
火
）
清

掃

御

用    

10
時 

22
（
水
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

26
（
日
）
連
合
会
定
期
総
会(

鹿
児
島 

教
会
に
て)

10
時 

31
（
金
）
清

掃

御

用    

10
時 

   

二 

月 
 

 

桐
野
ケ
サ
ノ 

之
霊
神

（１
日
）昭
和
９
年 

桐
野
秋
子 

之
霊
神

（３
日
）昭
和
７
年 

中
村
照
子 

之
霊
神

（４
日
）平
成
15
年 

吉
屋
安
光 

之
霊
神

（８
日
）平
成
１
年 

川
畑
正
徳 

之
霊
神

（
12
日
）昭
和
23
年 

矢
野
政
美 

之
霊
神

（
12
日
）平
成
11
年 

野
元
和
子 

之
霊
神

（
13
日
）平
成
30
年 

小
屋
敷
慶
二 

之
霊
神

（
14
日
）平
成
４
年 

川
畑
助
太
郎 

之
霊
神

（
18
日
）昭
和
23
年 

最
勝
寺
剛
藏 

之
霊
神

（
18
日
）昭
和
47
年 

平
島
タ
キ
ノ 

之
霊
神

（
18
日
）昭
和
52
年 

福
山
一
間 

之
霊
神

（
20
日
）平
成
16
年 

川
畑
幸
正 

之
霊
神

（
21
日
）昭
和
21
年 

中
村
正
義 

之
霊
神

（
21
日
）昭
和
21
年 

野
口
ミ
ヤ
ノ 

之
霊
神

（
22
日
）昭
和
60
年 

永
原
初
男 

之
霊
神

（
22
日
）平
成
22
年 

大
山
テ
ル
之

霊

神

（
22
日
）平
成
27
年 

平
島
房
代 

之
霊
神

（
24
日
）昭
和
６
年 

中
島
武
夫 

之
霊
神

（
24
日
）昭
和
50
年 

桐
野
ケ
イ 

之
霊
神

（
25
日
）昭
和
２
年 

前
田
京
子 

之
霊
神

（
25
日
）平
成
14
年 

山
下
ヒ
サ
エ 

之
霊
神

（
28
日
）平
成
２
年 

宮
内
ミ
ツ
ル 

之
霊
神

（
28
日
）平
成
13
年 

   

典 

楽 

星 

原 

恭 

子 

バ
ン
ド
隊 

岡 

山 

め
ぐ
み 

連
合
会
信
徒
部 

上 

田 

和 

也 

連
合
会
女
性
委
員 

永 

原 

久 

子 

い
っ
し
ん
発
行 

矢 

野 

文 

枝 

信
徒
会
会
計 

萬 

代 

孝 

子 
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教 

会 

行 

事 
  

…
… 

２
月 

…
…
…
… 

１
（
土
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

４
（
火
）
甘
木
親
教
会
初
代
立
日 

８
（
土
）
御
用
奉
仕 

９
（
日
）
●
加
治
木
教
会 

報
徳
祭 

11
時 

11
（
祝
）
多
良
木
教
会 

報
徳
祭 

11
時 

12
（
水
）
矢
野
政
美
大
人
立
日
御
祈
念

10
時
半 

17
（
月
）
●
甘
木
親
教
会 

報
徳
祭
11
時 

18
（
火
）
甘
木
親
教
会｢

同
釜
会｣

 

21
（
金
）
清 

掃 

御 

用 

10
時
半 

22
（
土
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

23
（
日
）
西
鹿
児
島
教
会 

報
徳
祭 

24
（
祝
）
少
年
少
女
会(

節
分)

 10
時
半 

29
（
土
）
清 

掃 

御 

用 

10
時
半 

          

   

…
… 

３
月 

…
…
… 

１
（
日
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

９
（
月
） 

斎

掃

御

用     

10
時 

10
（
火
）
●
月
例
祭
10
時
半 

13
（
金
）
矢
野
ク
ラ
刀
自
立
日 

御
祈
念

十

時 

14
（
土
）
～
15
（
日
）
典
楽
講
習
会

鹿
児
島

教 

会 

19
（
水
）
斎

掃

御

用    

10
時 

20 (

祝
金)

●
春 

季 

霊 

祭  

10
時
半 

22
（
日
）
●
月
例
祭･

共
励
会
13
時
半 

28
（
土
）
～
29
（
日
） 

 

●
御
本
部
天
地
金
乃
神
御
大
祭 

参
拝 

31
（
火
）
斎

掃

御

用    

10
時 
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「
金
光
新
聞
」
よ
り
転
載 

 

 金
光
図
書
館 

「
中
村
哲
医
師
追
悼
展
」 

（
本
部
総
合
庁
舎
で
開
催
中
） 

 

「
心
豊
か
に
暮
ら
す
に
は
」 

一
緒
に
考
え
て 

          

金
光
図
書
館
（
金
光
英
子
館
長
／
岡
山

県
浅
口
市
金
光
町
）
は
、
一
月
四
日
か
ら

「
中
村
哲
医
師
追
悼
展
ー
一
隅
（
い
ち
ぐ

う
）
を
照
ら
す
」
を
開
催
し
て
い
る
。 

中
村
医
師
は
長
年
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

で
人
道
支
援
を
続
け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
会
」
の
現
地
代
表
と
し
て
用
水
路

建
設
な
ど
に
尽
力
し
、
井
戸
掘
り
を
す
る

医
師
」
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
き
た
が
、

昨
年
十
二
月
四
日
、
同
国
で
銃
撃
さ
れ
、

命
を
落
と
し
た
。 

今
回
の
展
示
が
開
催
さ
れ
た
き
っ
か
け

は
、
昨
年
八
月
二
十
九
日
に
中
村
医
師
が

金
光
北
ウ
イ
ン
グ
や
つ
な
み
ホ
ー
ル
（
同

町
）
で
講
演
会
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
。 

講
演
会
は
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
を
岡
山

か
ら
支
援
す
る
会
」（
代
表
・
三
原
明
子
氏
）

が
主
催
し
た
も
の
で
、
そ
の
際
、
聴
講
し

た
金
光
図
書
館
職
員
が
三
原
氏
と
交
流
し
、

中
村
医
師
の
死
後
、
三
原
氏
か
ら
展
示
開

催
の
依
頼
を
受
け
て
実
現
し
た
。 

三
原
氏
は
、
中
村
医
師
と
展
示
へ
の
思

い
を
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
中
村

医
師
は
偉
大
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

本
当
に
素
朴
な
人
だ
っ
た
。
人
か
ら
『
な

ぜ
医
師
が
そ
こ
ま
で
活
動
す
る
の
か
』
と

問
わ
れ
れ
ば
、『
目
の
前
に
泣
い
て
い
る
人

が
い
た
ら
「
な
ぜ
泣
い
て
い
る
の
？
」
と

声
を
掛
け
る
で
し
よ
う
。
そ
の
感
覚
と
同

じ
だ
と
思
い
ま
す
』
と
答
え
、
常
に
『
現

地
の
農
民
の
た
め
に
』
と
自
身
の
命
を
か

け
て
活
動
し
て
い
た
。
こ
の
展
示
を
通
し

て
、
人
々
が
心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る

た
め
に
、
何
が
必
要
で
、
何
が
で
き
る
の

か
を
一
緒
に
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。
そ
し

て
、
今
後
も
募
金
な
ど
を
行
い
、
活
動
が

続
く
こ
と
を
願
う
」
な
お
、
展
示
期
間
中

は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
中
村
医
師
の
活

動
内
容
に
つ
い
て
、
三
原
氏
に
よ
る
説
明

が
左
の
日
程
で
行
わ
れ
る
。 

  ●
展
示
期
間 

一
月
四
日
（
土
）
～
四
月
五
日
（
日
） 

●
展
示
場
所 

金
光
図
書
館
二
階
閲
覧
室 

同
館
入
□
階
段
部
分 

本
部
総
合
庁
舎
一
階
ロ
ビ
ー 

●
活
動
内
容
の
説
明 

○
二
月
十
四
日
（
金
）
午
後
一
時
～ 

午
後
三
時
の
時
間
帯
で
随
時 

○
二
月
二
十
六
日
（
水
）
午
前
十
時
～ 

正
午
の
時
間
帯
で
随
時 

※
説
明
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
、
同
館
二
階

力
ウ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 ※
三
月
二
十
八
日(

土)

～
二
十
九
日(

日)

は
、

御
本
部
天
地
金
乃
神
御
大
祭
に
参
拝
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
各
展
示
場
は
、
本
部

教
庁
内
で
す
。
都
合
を
つ
け
て
訪
ね
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。 
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
の
報

徳
祭
は
、
九
州
開
道
の
祖
、
小
倉
親
教
会

初
代
教
会
長
桂
松
平
先
生
の
願
い
に
よ
り

ご
本
部
に
請
願
さ
れ
、
金
光
四
神
貫
之
君

一
年
祭
が
本
部
広
前
の
御
霊
祭
と
し
て
執

行
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。 

金
光
四
神
様
は
も
と
よ
り
、
教
祖
様
の

奥
様
（
一
子
大
神
様
）
、
第
一
世
管
長
様
、

歴
代
金
光
様
を
は
じ
め
先
覚
先
師
の
ご
霊

神
様
方
は
「
神
も
助
か
り
、
氏
子
も
立
行

く
」
神
人
の
道
を
現
わ
さ
れ
、
生
神
金
光

大
神
取
次
の
御
働
き
に
よ
り
ま
し
て
、
多

く
の
人
が
救
い
助
け
ら
れ
、
今
日
ま
で
お

か
げ
こ
う
む
っ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
ご

精
神
を
改
め
て
頂
き
、
尊
き
御
働
き
に
お

礼
を
申
し
上
げ
る
み
祭
り
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
引
き
続
き
、
加
治
木
教
会
前
教
会
長 

矢
野
政
美
大
人
の
例
年
祭
が
仕
え
ら
れ
ま

す
。 

金
光
様
、
甘
木
親
教
会
初
代
・
二
代
親

先
生
の
ご
命
を
受
け
ら
れ
て
、
矢
野
政
美

大
人
は
「
加
治
木
で
鳴
ら
ぬ
太
鼓
は
ど
こ

へ
行
っ
て
も
鳴
ら
ぬ
」
と
の
母
堂
矢
野
ク

ラ
刀
自
の
み
諭
し
受
け
、
ま
さ
に
死
ぬ
覚

悟
を
持
っ
て
道
の
布
教
に
お
取
り
組
み
に

な
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
お
ご
苦
労
に
よ
り
ま
し
て
、
後
々

の
者
、
信
奉
者
一
同
、
大
難
を
小
難
に
小

難
を
無
難
に
と
助
か
り
立
ち
行
く
お
か
げ

を
頂
い
て
き
て
お
り
ま
す
。
改
め
て
ご
布

教
の
ご
苦
労
に
お
礼
を
申
し
、
神
恩
・
師

恩
に
報
い
る
こ
と
に
努
め
、
元
気
な
心
と

体
で
、
明
る
く
朗
ら
か
に
、
家
族
そ
ろ
っ

て
の
信
心
生
活
と
な
り
ま
す
よ
う
、
励
ま

せ
て
い
た
だ
い
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

教
会
長 

 

矢 

野 
 

章  

         

                           


